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長

大
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理

森

殿

衆
議
院
議
員
も
と
む
ら
賢
太
郎
君
提
出
介
護
医
療
院
の
立
地
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
も
と
む
ら
賢
太
郎
君
提
出
介
護
医
療
院
の
立
地
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
開
設
す
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律

第
百
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
け
る
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

八
条
第
二
十
九
項
に
規
定
す
る
介
護
医
療
院
（
以
下
「
介
護
医
療
院
」
と
い
う
。
）
の
建
築
の
用
に
供
す
る
目
的
で
行
う
土

地
の
区
画
形
質
の
変
更
及
び
介
護
医
療
院
の
建
築
等
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
及
び
同
法
第

四
十
二
条
第
一
項
又
は
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
都
道
府
県
知
事
等
の
許
可
に
係
ら
し
め
、
そ
れ

ぞ
れ
、
同
法
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
四
条
の
規
定
並
び
に
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第
四
十
三
条
第
二
項

の
規
定
に
定
め
ら
れ
た
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
っ
て
許
可
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

介
護
医
療
院
の
建
築
等
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
制
限
を
課
す
法
令
は
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
当
該
制
限
に
つ
い
て
網

羅
的
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
も
の
の
ほ
か
、
例
え
ば
、
都
市
計
画
法
第
八
条

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
工
業
地
域
内
に
お
け
る
入
所
定
員
二
十
人
以
上
の
介
護
医
療
院
の
建
築
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険

一



法
第
百
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
等
の
規
定
に
よ
り
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
八
条
第
十

二
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
、
そ
の
建
築
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。

二


